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巻 頭 言

アイソトープ総合センターへの期待

シンクロトロン光研究センター長・工学研究科教授　　

工学研究科放射線取扱主任者　　曽 田 一 雄

私が名古屋大学工学部原子核工学科へ入学して45年余りが経ちました。学部学生当時は，工学部 6 号
館地区にホットラボや加速器施設などがあり，先端科学技術の開発を夢見ながら，学生実験で非密封放
射性同位体を扱う化学実験やそれぞれ性質の異なる放射線の計測実験を行いました。年譜を見ると，ア
イソトープ総合センター発足前後のことで，記憶が定かではありませんが，どこかの講堂で，学部授業
や卒業研究で放射性同位体や放射線を利用するため，放射性同位体の取扱方法や放射線の人体に与える
影響と生々しい事故例を学びました。人類にとって比較的新しく発見された放射線や放射性同位体の安
全な利用に対して先人たちの知恵と工夫を感じるとともに，放射線検出器を睨みながら緊張して非密封
放射性同位体を取り扱ったことを覚えています。

当時は工学研究科の学科の中にホットラボがありましたが，現在，トリチウムを取り扱う実験室を除
き，工学研究科に非密封放射性同位体を扱う施設はありません。旧原子核工学科を引き継ぐエネルギー
理工学科では，アイソトープ総合センターの RI 実験室を利用した学生実験を通じて放射性同位体を含
む物質の安全な取扱を学んでいます。一方，加速器から発生する量子ビームは，たんぱく質や新物質の
構造解析や化学状態分析から電子デバイスの電子構造解析まで，現在，工学研究科の多くの学科や広い
分野で盛んに利用されるようになりました。学外加速器施設を利用する大学院生も増え，安全な放射線
利用に関する基礎教育や訓練がアイソトープ総合センターを通じて行われています。

最近，化学物質を取り扱う実験研究では，リスクアセスメントが必要となりましたが，放射性同位体
を取り扱う実験では，放射線の危険性が認識されていたため，古くから安全に配慮した取扱が求められ
ていたと思います。工学研究科では，放射性同位体そのものを非密封で取り扱う研究が少なくなったよ
うです。しかし，加速器や周辺機器の開発が引き続き行われています。たとえば，原子炉に代わる加速
器中性子源の開発に伴って 2 次的に発生する放射化物の取扱も課題です。放射線や放射性同位体を取り
扱う分野の専門家でなく，学部教育で充分な予備知識や取扱い技術を習得せずに開発を行う若手研究者
や大学院生に向けた安全教育も重要となってきています。

新しくなった RI 実験棟を見学させていただいてから， 1 年半が過ぎました。利用時間や環境にも配
慮され，多くの核種を扱える非密封放射性同位体取扱施設として名古屋大学の中心的施設としてだけで
なく，学外研究者にも開放された施設となると期待しています。研究内容や社会的要請の変遷もありま
すが，人員や予算の大幅な削減もあって放射性同位体を扱う施設が研究科単位や学科単位で維持できな
くなってしまった現状では，安全に配慮しながら可能な限り自由に取り扱える施設が新設されたことは
大変有意義なことと嬉しく思います。とともに，これまで培われてきた取扱い技術や管理のノウハウを
継承し，発展・教育する役割も増したと感じます。学部学生を含む研究者に向けた教育訓練では，これ
まで以上にお世話になる機会が多くなると思います。

今後も引き続き，学内の教育や研究に対してはもちろん，地域連携拠点の一つとしてアイソトープ総
合センターがますます有効に利用されることを期待しています。



2	 Tracer

研究紹介

古細菌からの新奇変形メバロン酸経路の発見

邊 見 　 久
（生命農学研究科　応用生命科学専攻）

はじめに

メバロン酸（MVA）経路は，アセチル CoA を

出発物質とし，MVA を経てイソペンテニル二リ

ン酸（IPP）およびその異性体であるジメチルア

リル二リン酸（DMAPP）を合成する代謝経路で

あり，イソプレノイドと呼ばれる多様な天然化合

物群の前駆体供給経路の 1 つである。これまでに

数万種もの化合物が報告されているイソプレノイ

ドは生理的に重要な生体分子を含み，その生合成

は全ての生物にとって必須である。ヒトにおいて

もコレステロールが疾病に関わる重要なイソプレ

ノイドであるため，MVA 経路の解明はコレステ

ロール生合成研究の一環として古くから進められ

てきた。1950年代末には同経路を構成する酵素反

応と中間体化合物が，出芽酵母をはじめとした真

核生物を用いた研究によって明らかにされてい

る。しかし近年，全ゲノム配列の決定が様々な生

物で進められた結果，既知の MVA 経路とは一部

異なる中間体を経由する変形経路の存在が示唆さ

れるようになった。実際に，最新の研究により同

経路の驚くべき多様性が見出されている。

我々の研究グループでは，古細菌を主要な研究

対象とし，古細菌特有の膜脂質や呼吸鎖キノン，

カロテノイド色素や糖キャリア脂質といったイソ

プレノイドの生合成研究を進めている。その一環

としてここ数年取り組んできた，古細菌の MVA

経路に関する研究成果について，世界的な研究の

流れとともに紹介したい。

変形MVA経路の提唱

酵母やヒトに存在する既知の MVA 経路（古典

的 MVA 経路，図 1 参照）では，アセチル CoA2分

子がチオラーゼの触媒により縮合してアセトアセ

チル CoA が生成した後に，ヒドロキシメチルグル

タリル CoA（HMG-CoA）シンターゼによりもう 1

分子のアセチル CoA が縮合して HMG-CoA が得

られる。その後，HMG-CoA レダクターゼによっ

て NADPH 依存的な還元反応が触媒されて MVA

が生成する。ここまでの過程を上流経路と呼ぶ。

HMG-CoA レダクターゼは古典的 MVA 経路の律

速酵素であり，さらにコレステロール生合成阻害

剤スタチン類の作用点としてよく知られている。

その後の下流経路において，MVA はまず，メバロ

ン酸キナーゼ（MVK）によるリン酸化反応によっ

て5- ホスホメバロン酸（MVA5P）へと変換され

る。次に，ホスホメバロン酸キナーゼ（PMK）が

MVA5P をさらにリン酸化し，5- ジホスホメバロ

ン酸（MVA5PP）が生じる。続いて，ジホスホメ

バロン酸デカルボキシラーゼ（DMD）が ATP 依存

的にMVA5PPの脱水／脱炭酸を触媒し，IPPが生

成する。この反応では，まずMVA5PPの 3 位水酸

基に ATP のγリン酸基が転移され，中間体であ

る3- ホスホ -5- ジホスホメバロン酸（MVA3P5PP）

が生じる（図 2 ）。その後，良い脱離基である3- リ

ン酸基の脱離に伴って脱炭酸が進行する。MVA

経路の最後の反応である DMAPP の合成は，IPP

イソメラーゼ（IDI）によって触媒される。

真核生物だけでなく，真正細菌や古細菌にお
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いても関連酵素の報告がなされたことで，古典

的 MVA 経路は全生物に普遍的だと長く考えら

れていた。しかし1990年代に入って，もう 1 つの

イソプレノイド前駆体供給経路であるメチルエ

リスリトールリン酸（MEP）経路が見出された。

MEP 経路は主に真正細菌と植物の色素体に分布

し，MVA 経路とは全く異なる前駆体，中間体を

経て IPP と DMAPP を合成する。真正細菌にお

いては MEP 経路が圧倒的に優勢であり，MVA

経路を有する真正細菌は生物進化の過程で水平転

移によって同経路を獲得した可能性が高い。これ

に対し，真核生物と古細菌では MVA 経路が支配

的である。そのような代謝経路の生物分布に関す

る情報は，1995年のインフルエンザ菌（真正細菌

であり，インフルエンザウィルスとは無関係）の

全ゲノム配列の解読を皮切りに，様々な生物のゲ

ノム解析が実施されることによって得られたもの

である。いわゆる比較ゲノム解析と呼ばれるこの

研究手法は代謝に関する数多の新情報を提供した

が，MVA 経路についても新たな興味深い発見を

もたらした。その 1 つが，Smit と Mushegian が

2000年に報告した，古細菌の同経路における一

部酵素の欠失である 1 ）。古細菌には大半の MVA

経路関連酵素の遺伝子が存在し，また，古細菌

図 1　�各種MVA経路の概要。化合物名を構造式の下に，酵素名を矢印に付した四角内に示す。アセチルCoAから
MVAまでの上流経路および IDI による IPPと DMAPPの異性化反応は省略してある。

図 2　DMD（A）とM3K（B）の触媒する反応。
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が MVA 経路を利用していることを示す生化学

的な証拠も複数報告されている。それにも関わ

らず，PMK，DMD，IDI のオルソログ遺伝子は

大半の古細菌のゲノム中に存在しない。このう

ち IDI の欠失については，既知酵素と全く相同性

の無い新型酵素の発見によって疑問が解消され

た 2 ）。しかし PMK と DMD の欠失を説明する仮

説の提示には，2006年の新奇酵素イソペンテニル

リン酸キナーゼ（IPK）の発見を待つ必要があっ

た 3 ）。Grochowski らは，好熱性メタン生成古細菌

Methanocaldococcus jannaschii をはじめほぼ全て

の古細菌に保存され，そのいくつかのゲノム上で

MVK および新型 IDI の遺伝子に隣接している推

定遺伝子に着目した。機能解析の結果，イソペン

テニルリン酸（IP）のリン酸化による IPP 合成を

触媒する酵素 IPK を同遺伝子がコードしている

ことが示された。彼らはこの発見を元に，IP を中

間体とする迂回経路が古細菌に存在することを提

唱した。MVA5P が未同定の酵素であるホスホメ

バロン酸デカルボキシラーゼ（PMD）によって IP

に変換され，その後 IPK によって IPP が合成され

れば，PMK と DMD の欠失が説明できる。彼らは

この仮想的経路を古細菌の変形 MVA 経路と呼ん

だ（図 1 ）。

複数のDMDホモログ酵素と変形MVA経路の発見

Grochowski らの仮説は多くの研究者に受け入

れられたものの，PMD についてはその後長らく

未同定のままで，Dellas らによる最初の発見は

2013年のことであった 4 ）。彼らはクロロフレキサ

ス門の真正細菌の一部が PMK 遺伝子を欠く一方

で DMD と IPK のホモログ遺伝子を有することに

着目し，Roseiflexus castenholzii 由来の DMD ホモ

ログがMVA5Pに対して活性を示すPMDであり，

また，IPK ホモログが IPK 活性を有することを明

らかにした。これにより同菌が，Grochowski らが

提唱した通りの変形 MVA 経路を有することが証

明された。本稿では同経路を変形 MVA 経路 I と

呼ぶ。次いで翌年，VanNice らが，やはり DMD

に相同な PMD を高度好塩性古細菌（ハロアーキ

ア）より見出し，変形 MVA 経路 I の存在を示して

いる 5 ）。但し上述した通り，古細菌の多くは DMD

ホモログ遺伝子を持たない。したがって，この時

点ではそれら大半の古細菌における変形 MVA 経

路 I の存在は不明瞭であり，DMD に相同性の無

い新型 PMD が存在する可能性も，異なる酵素反

応が関与する新奇経路が存在する可能性も十分に

想像できた。

これらの報告と前後して，我々の研究グループ

もまた，一部の古細菌が例外的に持つ DMD ホモ

ログ遺伝子に着目し，それらの機能解析を進めて

いた。我々はまず，比較ゲノム解析の結果を参

考に，古典的 MVA 経路の酵素のホモログ遺伝

子を全て持つ，スルホロバス目の好熱性古細菌

Sulfolobus solfataricus を研究対象に選んだ。解

析の結果，同菌の DMD ホモログが実際に DMD

として機能し，さらに，古典的 MVA 経路が同

菌に存在することを証明することができた 6 ）。

次に，我々はサーモプラズマ目の好熱性古細菌

Thermoplasma acidophilum を対象とし，同菌が

有する複数の DMD ホモログ遺伝子を単離し，大

腸菌に組換えタンパク質を発現させた 7 ）。MVA

経路中間体に対するそれらのホモログの酵素活性

を調べた結果，そのうちの 1 つが MVA の 3 位水

酸基をリン酸化する酵素，メバロン酸	3- キナー

ゼ（M3K）であることを見出した。M3K の反応

は，DMD の反応の前半部分， 3 位水酸基のリン

酸化過程に類似している（図 2 ）。さらに，その

生成物である3- ホスホメバロン酸（MVA3P）を

T. acidophilum の無細胞抽出液と反応させたと

ころ，IPP への変換が観察された。また，この変換

は MVA3P の 5 位水酸基がさらにリン酸化された

中間体，3,5- ビスホスホメバロン酸（MVA3,5BP）

を経由することが示唆された。我々はこれらの結

果より，既知の変形 MVA 経路 I とは明らかに異

なる新奇な変形経路（図 1 参照，以降，変形 MVA

経路 II と呼ぶ）が T. acidophilum に存在すること

を提唱した。その後Vinokurらによって，MVA3P

を ATP 依存的にリン酸化して MVA3,5BP を与え

る酵素と，MVA3,5BP を ATP 非依存的に IP へと
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変換する酵素が実際に同定され，我々の仮説の正

しさが証明された 8, 9 ）。なお，それらの新奇酵素の

うちの後者，ビスホスホメバロン酸デカルボキシ

ラーゼ（BMD）もまた DMD ホモログであった。

すなわち，変形 MVA 経路 II は 3 位リン酸基の脱

離／脱炭酸活性を持たない M3K とリン酸化活性

を持たない BMD という 2 つの DMD ホモログを

含んでいる。

第 3の変形MVA経路

古細菌に関して言えば，DMD ホモログ遺伝子

を持つ菌は少数派である。その中に含まれる，古

典的 MVA 経路もしくは既知の変形 MVA 経路

を有すると予想される菌は，いずれも限られた分

類群に属している（図 3 ）。そこで我々は，DMD

ホモログ遺伝子を有する菌には存在せず，それ以

外の菌に保存された遺伝子を比較ゲノム解析に

よってリストアップし，そこから大半の古細菌の

MVA 経路に関与する未知酵素の遺伝子を探索す

ることを発案した10）。解析の結果，アコニターゼ

X（AcnX）と呼ばれるタンパク質の大小サブユ

ニットをコードする遺伝子が最適な候補として見

出された。真正細菌の AcnX はヒドロキシプロリ

ン代謝に関与することが最近報告されているが，

古細菌 AcnX の機能は不明であった。そこで好熱

性古細菌 Aeropyrum pernix から AcnX の両サブ

ユニットの遺伝子を単離し，大腸菌による組換え

発現と精製を行った。これを MVA5P と反応させ

たところ，脱水反応の触媒により5- ホスホ -trans-

アンヒドロメバロン酸（tAHMP）が生成した。

tAHMP は A. pernix の無細胞抽出液との反応で

IPP へと変換されたため，同菌における，tAHMP

を中間体とした新奇な MVA 経路の存在が示唆さ

れた。そこで，tAHMP を基質として IP に変換

可能な新奇酵素の候補遺伝子を，先の比較ゲノム

解析で作成したリスト中に探したところ，大腸菌

のユビキノン生合成に関わる UbiD に類似した推

定デカルボキシラーゼの遺伝子が見出された。A. 

図 3　�古細菌における各種MVA経路の分布。あるリボソームタンパク質のアミノ酸配列をもとに作製した古細菌の
分子系統樹を，それぞれの菌に存在するMVA経路の違いにより色分け（図 1に対応させた）した。
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pernix よりその遺伝子を単離し，組換えタンパク

質を用いて tAHMP に対する酵素活性を検証した

ところ，IP の生成が観察された。A. pernix の IPK

はすでに同定されているため，以上の結果から，

tAHMP と IP を経由する新奇変形 MVA 経路（図

1 参照，変形 MVA 経路 III と呼ぶ）の同菌におけ

る存在が明らかとなった。AcnX および UbiD 様

デカルボキシラーゼの遺伝子はともに，メタン生

成古細菌などを含む大半の古細菌に保存されてお

り，それらの菌でも変形経路 III が機能している

と考えられる（図 3 ）。興味深いことに，これらの

新奇酵素は ATP 非依存性であり，DMD およびそ

のホモログが関与するその他の MVA 経路に比べ

て，変形 MVA 経路 III の ATP 消費量は少ない。

まとめ

主に古細菌を対象とした研究によって，これま

でに 3 種類の変形 MVA 経路が見出されている。

我々の研究グループは，そのうち変形 MVA 経路

II と III という 2 つの新奇経路の発見に関わるこ

とができた。特に変形経路 III は大半の古細菌が

有する代謝経路であり，MVA 経路の進化におけ

るプロトタイプである可能性が高い。我々は同経

路を古細菌型 MVA 経路と呼び，これに応じて古

典的 MVA 経路を（真核生物型）MVA 経路，変

形 MVA 経路 I および II をそれぞれハロアーキア

型 MVA 経路およびサーモプラズマ型 MVA 経路

と呼ぶことを提唱している。これらの代謝経路が

なぜ，どのように多様化したかはきわめて興味深

い疑問である。また，各変形 MVA 経路には新奇

酵素が多数含まれており，酵素研究者にとっての

金脈と言える。今後は，各酵素の反応機構や分子

進化についての基礎的な研究に加え，新奇変形経

路によるイソプレノイドの物質生産といった応用

的な研究を進めたいと考えている。
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1 ．はじめに

名古屋大学アイソトープ総合センター RI 安全

取り扱い実習では，準備，非密封 RI を使用した

実験，測定，片付け，汚染検査まで一通りの作業

を受講生に実際に課しています。

使用した実験器具や濾紙の汚染検査は，GM 管

式サーベイメータを使用して行います。実習で

は，実際の汚染検査に先立って，「 1 箇所だけ汚染

させた紙を使用して汚染箇所を探し出す」という

汚染検査の練習を行っています。これにより，実

際に手を動かして汚染箇所を探しながら，正しい

汚染検査の方法を学ぶことができます。以下にそ

の手順と効果について紹介します。

2 ．汚染検査の練習に使用するポリ濾紙の準備

A 4 サイズのクリアファイルとポリエチレン濾

紙を必要枚数用意します（写真 1 ）。ポリ濾紙の内

側 2 cm に緑のマジックで枠を書き込み，緑の枠外

は汚染のない，触って良い部分とします。クリア

ファイルの角とポリ濾紙の角に番号を付け，赤い

シールを貼り，重ねる際のガイドとします。クリア

ファイルの表面に 1 枚ずつ位置がバラバラになる

ように目印の丸いシールを貼ります。クリアファ

イルの上にポリ濾紙を置き，丸シールを貼った箇

所の上のポリ濾紙に 5 m l（約250Bq）の14C- グル

コース溶液を染み込ませ，乾かします。乾いた濾

紙はクリアファイルに挟んでおきます。これで汚

染したポリ濾紙の準備は完了です。ポリ濾紙をイ

メージングプレート（IP）に48時間露光した画像を

図 1 に示します。なお，乾燥後の濾紙を挟んだク

リアファイルに汚染は検出されていません。別に

内径約 5 センチのアクリルリングも用意します。

3 ．汚染検査の練習

実習中，練習をするタイミングは，GM管式サー

ベイメータの原理を説明した後，バッテリーと電

圧をチェックし，測定モードや時定数の値を設定

技術レポート

アイソトープ総合センターRI 安全取り扱い実習における
GM管式サーベイメータによる汚染検査の練習

アイソトープ総合センター　　　

佐久間麻由子，近藤真理

写真1．��汚染検査の練習に使用するポリ濾紙とクリアファイル
図 1．14C で汚染した箇所の IP 画像

　　　　　　　スポットの直径は約 2 cm
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した直後です 1 ）。サーベイメータの正しい使い方

はまだ説明していません。濾紙を貼った大バット

の中に，練習用の汚染した濾紙を， 2 人組の班に

1 枚ずつ配ります。

教員が「この濾紙には 1 箇所だけ汚染している

場所があります。最初は正しいやり方を教えませ

んので，みなさんで濾紙の汚染箇所を見つけて，

その場所にアクリルリングを置いてください。た

だし，プローブが直接濾紙に触れないようにして

ください。」と指示を出します。初めてサーベイ

メータを触った受講生たちは恐る恐る，濾紙の上

にプローブをかざし，測定を始めます（写真 2 ）。

ほとんどの受講生は，かなり紙から離した位

置で汚染箇所を探し始めますので，14C のエネル

ギーが低いこともあって，最初はなかなか汚染箇

所を見つけることができません。途中で教員が，

「プローブと濾紙の距離が 1 cm以下になるように

できるだけ紙に近づけること，秒速 3 cm 程度に

ゆっくりとプローブを動かすこと」2 ）の 2 点の指

示を出します。そうすると，無事に見つけ出すこ

とができるようになります。

汚染箇所を見つけて，アクリルリングを置いた

受講生には，教員が正解の場所にシールの貼って

あるクリアファイルを配ります。答え合わせをし

て正解ならば，クリアファイルにポリ濾紙を挟ん

で回収します。これで練習は終了です。

4 ．実際の汚染検査への効果

実習中には，午前の実習が終了する時と，実習

が全て終了する時の 2 回，汚染検査の機会があり

ます。既に練習をしているので，GM 管式サーベ

イメータを使用してすぐに汚染検査を始めること

ができます。しかしながら受講生の中には，検査

物から離れた位置で素早くプローブを動かして，

適当に汚染検査を始める人もいます。そこで教員

らが，「練習でやったように，近づけて，ゆっくり

と動かすように」と声をかけると，受講生は「あ

あ，そうか」と思い出して，正しくサーベイメー

タを使って汚染検査を始めることができます。

5 ．おわりに

「汚染検査の練習」という項目は昨年度から実習

のメニューに取り入れました。これにより，受講

生が以前よりきちんと汚染検査をするようになっ

たと感じられます。ゲームをするように楽しみな

がら，正しい汚染検査の方法を学べる良い方法だ

と思っています。10分程度でできますので，教育

機関では，一度実習メニューに取り入れてみては

いかがでしょうか？

参考文献
1）	 ラジオアイソトープの安全取り扱い実習書（第

6 版）名古屋大学アイソトープ総合センター
2）	 放射線測定に関するガイドライン　
	 平成23年10月21日文部科学省 / 日本原子力研究

開発機構

写真 2．汚染検査の練習の様子
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Proceedings,	2018-7,	79-84(2018)

16

加藤結花，箕輪はるか，緒方良至 プラスチックシンチレータボトルを用いた放射性ストロンチウムの
測定法の開発 ;	Proceedings	of	the	19th	Workshop	on	Environmental	
Radioactivity	KEK	Proceedings,	2018-7,	85-90(2018)

17
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講�習�会�・�学�部�実�習
（2018年9月～2019年2月）

Ａ．本館

講習会名 開催日 担当者 受講者数

利用者講習会 新人オリエンテーション 平成30年 9 月13日（木） 小島久 1 　　　名

平成30年10月16日（火） 近藤真理 1 　　　名

平成30年11月 7 日（水） 近藤真理 1 （ 1 ）名

平成30年12月13日（木） 近藤真理 2 　　　名

平成31年 2 月15日（金） 近藤真理 7 （ 1 ）名

RI 取扱講習会 講義－ 6（日本語） 平成30年10月15日（月） 緒方良至，中村嘉行 7 （ 1 ）名

講義－ 7（日本語） 平成30年10月19日（金） 柴田理尋 22（ 4 ）名

（英語） 平成30年10月19日（金） 小島康明 5 （ 2 ）名

講義－ 8（日本語） 平成31年 1 月21日（月） 小島康明 29（ 4 ）名

（英語） 平成31年 1 月21日（月） 佐久間麻由子 4 　　　名

講義－ 9（日本語） 平成31年 2 月21日（木） 緒方良至，中村嘉行 1 　　　名

実習－10 平成30年10月18日（木） 緒方良至，中村嘉行 5 （ 1 ）名

実習－11 平成30年10月19日（金） 緒方良至，中村嘉行 2 （ 1 ）名

実習－12 平成30年10月22日（月） 佐久間麻由子，柴田理尋，小島康明，小島久，
近藤真理 23（ 6 ）名

実習－13 平成31年 1 月22日（火） 小島康明，佐久間麻由子，柴田理尋，小島久，
近藤真理 22（ 4 ）名

X 線取扱
講習会

（講義） 第134回 （日本語） 平成30年10月10日（水） 緒方良至，中村嘉行 7 （ 1 ）名

第135回 （日本語） 平成30年11月 5 日（月） 佐久間麻由子 24（ 2 ）名

（英語） 平成30年11月 5 日（月） 柴田理尋 6 （ 2 ）名

第136回 （日本語） 平成31年 1 月10日（木） 柴田理尋 10（ 2 ）名

（英語） 平成31年 1 月10日（木） 小島康明 8 （ 1 ）名

（実習） 初心者対象 平成30年11月21日（水） 小島康明 3 （ 1 ）名

学部実習 第 2 種 工学部　物理工学科
量子エネルギー工学
コース

平成30年10月 3 日（水）
　　　～10月17日（水） 吉野正人，山本修平（TA），太田悠登（TA） 6 　　　名

平成30年10月31日（水）
　　　～11月16日（金） 吉野正人，太田悠登（TA） 6 　　　名

平成30年11月28日（水）
　　　～12月21日（金） 吉野正人，太田悠登（TA） 8 　　　名

第 3 種 工学部　物理工学科
量子エネルギー工学
コース

平成30年10月10日（水）
　　　～12月19日（水） 小川智史 20　　　名

講習会名 実施回数 日数
受講者数

日本人 外国人 計

利用者講習会 5 5  11（ 1 ）  1（ 1 ）  12（ 2 ）

RI 取扱講習会 （講義） 6 6  58（ 9 ） 10（ 2 ）  68（11）

（実習） 4 4  46（10）  6（ 2 ）  52（12）

X 線取扱講習会 （講義） 5 5  39（ 5 ） 16（ 3 ）  55（ 8 ）

（実習） 1 1   1  2（ 1 ）   3（ 1 ）

学部実習 第 2 種 3 16  20  0  20

第 3 種 1 9  20  0  20

計 25 46 195（25） 35（ 9 ） 230（34）

（　　）内は女性数
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Ｂ．分館

講習会名 開催日 担当者 受講者数

分館利用説明会 平成30年10月22日（月） 緒方良至，中村嘉行 3 （ 1 ）名

平成30年11月22日（木） 緒方良至，中村嘉行，岸琢真 2 　　　名

平成31年 1 月25日（金） 緒方良至，中村嘉行，岸琢真 1 　　　名

グループ責任者講習会 平成30年10月23日（火） 緒方良至，中村嘉行 3 （ 1 ）名

Ｘ線新規利用講習会 平成30年12月26日（水） 中村嘉行 1 　　　名

平成31年 2 月 5 日（火） 中村嘉行 2 　　　名

講習会名 実施回数 日数
受講者数

日本人 外国人 計

分館利用説明会 3 3 	 	 6（ 1 ） 	 0 	 	 6（ 1 ）

グループ責任者講習会 1 1 	 	 3（ 1 ） 	 0 	 	 3（ 1 ）

Ｘ線新規利用講習会 2 2 	 	 3 	 0 	 	 3

計 6 6 	 12（ 2 ） 	 0 	 12（ 2 ）

（　　）内は女性数
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講 習 会 修 了 者 数

講 習 会 種 類 開 催 日

所　属
理
学
部
・
理
学
研
究
科

医
学
部
・
医
学
研
究
科
・
附
属
病
院

工
学
部
・
工
学
研
究
科

農
学
部
・
生
命
農
学
研
究
科

創
薬
科
学
研
究
科

環
境
学
研
究
科

未
来
材
料
・
シ
ス
テ
ム
研
究
所

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
生
命
分
子
研
究
所

未
来
社
会
創
造
機
構

素
粒
子
宇
宙
起
源
研
究
機
構

全
学
技
術
セ
ン
タ
ー

計

RI 講習
［第 2 種：見習い期間付］

平成30年10月15日（月） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

平成30年10月19日（金） 0 0 6 0 0 0 0 0 1 0 0 7

平成31年 1 月21日（月） 0 0 6 0 1 2 0 1 1 0 0 11

平成31年 2 月21日（木） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

小計 0 1 13 0 1 2 0 1 2 0 0 20

RI 講習
［第 2 種：見習い期間免除］

平成30年10月18日（木） 0 3（1） 1 0 0 0 1 0 0 0 0 5（1）

平成30年10月19日（金） 0 2（1） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2（1）

平成30年10月22日（月） 6 2（1） 9（4） 2（1） 0 0 0 0 0 1 3 23（6）

平成31年 1 月22日（火） 14（4） 0 5 1 0 1 1 0 0 0 0 22（4）

小計 20（4） 7（3） 15（4） 3（1） 0 1 2 0 0 1 3 52（12）

X 線講習	［第 3 種］ 平成30年10月10日（水） 1 1 3 1 1（1） 0 0 0 0 0 0 7（1）

平成30年11月 5 日（月） 4（1） 1 17（1） 0 0 0 7（2） 1 0 0 0 30（4）

平成31年 1 月10日（木） 0 2 7（1） 0 1 5（2） 2 1 0 0 0 18（3）

小計 5（1） 4 27（2） 1 2（1） 5（2） 9（2） 2 0 0 0 55（8）

総計 25 （5） 12（3） 55（6） 4（1） 3（1） 8（2） 11（2） 3 2 1 3 127（20）

（　　）内は女性数
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センターへの講師依頼

Ａ．本館
依頼元 講習会名 受講対象者 期日 項目・担当者 受講者数

名古屋市消防局
消防学校 専科教育警防科特殊災害課程 名古屋市消防局

小隊長 平成30年12月18日 「放射線災害の基礎知識と対応要領」
柴田　理尋 32

Ｂ．分館
依頼元 講習会名 受講対象者 期日 項目・担当者 受講者数

名古屋大学医学部
附属病院放射線取
扱主任者

平成30年度名古屋大学医学部
附属病院新規放射線業務従事
者教育訓練 A

医学部附属病院
新規放射線業務
従事者

平成30年 9 月 1 日～
平成31年 1 月31日

「透過写真の撮影の作業の方法」
中村　嘉行

（録画 DVD 視聴）
71

名古屋大学医学部
附属病院放射線取
扱主任者

平成30年度名古屋大学医学部
附属病院新規放射線業務従事
者教育訓練 B

医学部附属病院
新規放射線業務
従事者

平成30年 9 月 1 日～
平成31年 1 月31日

「放射線発生装置の安全取扱い」
「放射線の人体に与える影響」
「関係法令」
緒方　良至

（録画 DVD 視聴）

80

名古屋大学医学部
附属病院放射線取
扱主任者

平成30年度名古屋大学医学部
附属病院新規放射線業務従事
者教育訓練 C

医学部附属病院
新規放射線業務
従事者

平成30年 9 月 1 日～
平成31年 1 月31日

「放射性同位元素等、放射線発生装置の安全取扱Ⅰ」
緒方　良至

（録画 DVD 視聴）
4

名古屋大学医学部
附属病院放射線取
扱主任者

平成30年度名古屋大学医学部
附属病院新規放射線業務従事
者教育訓練 D

医学部附属病院
新規放射線業務
従事者

平成30年 9 月 1 日～
平成31年 1 月31日

「放射性同位元素等、放射線発生装置の安全取扱Ⅱ」
緒方　良至

（録画 DVD 視聴）
5
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2019年度　アイソトープ総合センター講習会案内

　｢放射線業務従事者資格｣ 取得のための講習会を以下のとおり行います。放射線業務従事者資格は安
全保障委員会の決定により，表 1 の 5 種類があります。アイソトープ総合センターでは，第 2 種（密封
限定を除く）及び第 3 種資格取得のための講習会を開催しています。表 2 の申込み手順に従い，必要な
講習会を受講してください。

表 1

資　格 取　扱　可　能　業　務 アイソトープ総合
センター主催講習会 参照ページ

第 1 種 非密封 RI，密封 RI，加速器，放射光，
X 線装置 ―― ――

第 1 種（注 1 ）

（密封限定） 密封 RI，放射光，X 線装置 ―― ――

第 2 種 非密封 RI，密封 RI，加速器，放射光 RI 講習
（講義及び実習※）

　p.15～
「Ⅰ．RI講習受講案内」

第 2 種（注 1 ）

（密封限定） 密封 RI，放射光 ―― ――

第 3 種 X 線装置（注 2 ）

（「Ｘ線実習」受講後取扱可能※※） Ｘ線講習（講義） 　p.19～
「Ⅱ．X線講習受講案内」

※　　実習受講の有無については，p.15「Ⅰ－ 2 ．実習受講の必要の有無について」を参照。
※※「Ｘ線実習」について詳細は，p.19「Ⅱ－ 3 ．Ｘ線実習	について」を参照。

（注 1 ）第 1 種（密封限定）及び第 2 種（密封限定）資格の講習は当センターでは開催していません。
（注 2 ）	放射光を使ったＸ線分析（XAFS 等）は，第 2 種を取得してください。

表 2

申　　込　　み　　手　　順
RI 講習 X 線講習

ページ 項　目 ページ 項　目

①

取扱予定の業務に対する資格講習を選択する。 表 1

・「実習」受講が必要か判断する。 p.15
Ⅰ－ 2

p.19 Ⅱ－ 3
Ⅰ－ 3

② 日程表から，希望日を選択する。 p.15 Ⅰ－ 1 p.19 Ⅱ－ 1

③

受付期間に間に合うように，提出書類等の準備をする。
〔注〕RI 講習（実習）受講希望者に必要となる特殊健康診断は，	
　　		受診及び書類を揃える時間を要するので注意する。

・申込方法，提出書類 p.16 Ⅰ－ 4 p.20 Ⅱ－ 4

・特殊健康診断 p.17 Ⅰ－ 5 ―

④

注意事項等を読み，提出先等の間違いのないように申し込む。

・注意事項，提出先，問い合わせ先 p.18 Ⅰ－ 6 p.20 Ⅱ－ 5

・申込書（HP からダウンロード可能） ― ― ― ―
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Ⅰ－ 2．実習受講の必要の有無について
・名古屋大学内で従事する場合

講義と実習の受講が必要です。相当期間の「見習い期間」設定により，実習に代えることも可能です。
この場合，見習い期間中は単独での業務従事が制限され，必ず教員など放射線業務を熟知した者の指
導下に作業しなければなりません。また，部局や利用施設によっては，見習い期間設定を認めず，実
習受講を義務づけている場合がありますので，事前に確認の上，実習受講の有無を判断してください。

・学外の施設で従事する場合
学内では放射線業務に従事せず，学外の放射光施設等を使用するために法令で定められた教育訓練

を必要とする場合，講義のみの受講により必要な証明が取得できることがあります。施設により必要
な講習が異なりますので，あらかじめ所属部局の放射線安全管理室及び従事予定施設に確認の上，実
習受講の有無を判断してください。

Ⅰ－ 3．「RI 実習」について
RI 講習の講義と実習は別々の日程で開催されます。ただし「RI 実習」は，講義受講後に限り受講で

きます。講義と実習を同時に申し込む場合は，講義の日よりも前に実習を受けることはできませんので
ご注意ください。

Ⅰ．RI 講�習�受�講�案�内
Ⅰ－ 1．開催日程

課程
（日本語・英語） 場所 日程 定員 受付期間

（必着）

講義－ 1（日） （東山地区）
坂田・平田ホール（理学南館） 5 月15日㈬ 150名

4 月 8 日㈪
～ 4 月19日㈮

講義－ 2（日） （東山地区）
坂田・平田ホール（理学南館） 5 月16日㈭ 150名

講義－ 3（英） （東山地区）
アイソトープ総合センター 5 月17日㈮  40名

実習－ 1

（東山地区）
アイソトープ総合センター

5 月20日㈪  20名

実習－ 2 5 月21日㈫  20名

実習－ 3 5 月22日㈬  20名

実習－ 4 5 月23日㈭  20名

講義－ 4（日）
（鶴舞地区）
アイソトープ総合センター分館

6 月11日㈫  15名
5 月13日㈪
～ 5 月24日㈮実習－ 5 6 月12日㈬   8名

実習－ 6 6 月13日㈭   8名

講義－ 5（日・英）
（東山地区）
アイソトープ総合センター

7 月 9 日㈫ 日：40名
英： 5名

6 月10日㈪
～ 6 月21日㈮実習－ 7 7 月10日㈬  20名

実習－ 8 7 月11日㈭  20名

講義－ 6（日） （鶴舞地区）
アイソトープ総合センター分館

10月28日㈪  15名 9 月20日㈮
～10月 4 日㈮実習－ 9 10月29日㈫   8名

講義－ 7（日・英）（東山地区）
アイソトープ総合センター

11月 5 日㈫ 日：40名
英： 5名 10月 7 日㈪

～10月18日㈮実習－10 11月 6 日㈬  20名

講義－ 8（日・英）（東山地区）
アイソトープ総合センター

1 月20日㈪ 日：40名
英： 5名 12月 9 日㈪

～12月20日㈮実習－11 1 月21日㈫  20名

講義－ 9（日） （鶴舞地区）
アイソトープ総合センター分館

2 月 6 日㈭  15名 1 月 6 日㈪
～ 1 月20日㈪実習－12 2 月 7 日㈮   8名

対象：学部学生，大学院生，職員
　　　（実習は18歳未満不可）
時間：受付　 9 ：00～ 9 ：20
　　　講義　 9 ：30～16：30
　　　実習　 9 ：30～17：00

遅刻・早退者等は法定時間を
満たさないため，いかなる理
由があっても資格認定不可と
なります。

※	鶴舞地区開催日は，実習会場が
狭いため医学部所属者を優先し
て受け付けます。

※	例年 5 月の講習は受講希望者が
多く，受付開始後早い時期に定
員に達します。

　		先着順に受け付けますので，受
講日が第 2・第 3 希望日，も
しくは希望日以外となる場合が
あります。

　		受付後センターから受講者宛に
送る「受講案内」で，受講日を
必ず確認してください。

※	申込後の日程変更はできませ
ん。都合の良い日又は曜日を検
討の上お申し込みください。同
一受付期間の講習会修了証書
は，ほぼ同時に発行されます。
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Ⅰ－ 4．申込方法
申 込 先：東山地区　アイソトープ総合センター　放射線安全管理室

※鶴舞地区アイソトープ総合センター分館等では受け付けません。

申込方法：東山地区の方…直接持参。
鶴舞・大幸地区の方…	申込書のみ FAX で送信。後日書類一式を学内便提出。持参も可。

（FAX 後，必ず電話確認をお願いします。）
※	申し込みは受付期間内の先着順です。特に 5 月の講習は申込者が多数になりますので，

受講希望日が限られる方は，早めにお申し込みください。

提出書類：申し込みパターンに従って，該当する必要書類（枠内参照）を提出してください。
※提出書類は返却できません。原本又はコピー提出の指示を厳守してください。

＜申し込みパターン＞
◆講義及び実習	申込者
　　　　①・②・③を提出	
◆講義のみ 申込者
　　　　①・②を提出
◆実習のみ 申込者（	講義を受講した後，若しくは講義免除の認定を受けた後のみ受講可能	）
　　　　①・②・③・④を提出

①　申込書（研究室責任者押印の原本を提出）
②　身分証明書（申込書裏面に直接コピー　又は　コピーを貼付）：

名古屋大学に籍があることを部局長以上の押印付きで証明した書類
例）学生証・職員証・研究生証のコピー

在籍証明書（コピーでも可能）
③　特殊健康診断［問診+検査（血液・皮膚・眼）］の結果（すべてコピー提出）

職員（ 6 ケ月以内）： a ）放射線業務従事者特殊健康診断問診票
b ）血液・皮膚・眼の検査結果
c ）血液像の結果データ

学生（ 1 年以内）　： a ）放射線業務従事者特殊健康診断問診受検票
b ）血液・皮膚・眼の検査結果
c ）血液像の結果データ

☆特殊健康診断の詳細は，RI －3「Ⅰ－ 5 ．特殊健康診断について」を参照。

④　講義の受講済もしくは免除を証明する書類（コピー提出）
受講済の場合…第 1 種，第 2 種修了証書等

※名古屋大学アイソトープ総合センター主催の RI 講習を受講した場合は
提出不要

免 除 の 場 合…資格申請書及び認定書（両方）
※名古屋大学安全保障委員会に提出・発行されたもの

※　申込受付期間に間に合わない書類は，申込書内の後日提出欄の□にチェックし，（　）内に記入してく
ださい。後日提出書類は，申し込み〆切後に受講者宛に送られる案内に従い提出してください。

※　申し込みの際，人を介したことが原因で，申し込まれていなかった・他の所に提出して申し込みが受
理されていなかった等のトラブルが起きています。なるべく受講者本人が準備し，提出してください。

☆特殊健康診断の詳細は，p.17「Ⅰ－ 5 ．特殊健康診断について」を参照。
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Ⅰ－ 5．特殊健康診断について
放射線業務に従事する前に，「放射線業務従事者に係る特殊健康診断」（以下「特殊健康診断」という。）の受診が

法律により義務づけられています。アイソトープ総合センター主催「RI 実習」受講者は，受講前に「特殊健康診断」
を受診する必要があります。
「特殊健康診断」ａ）放射線業務従事者特殊健康診断問診受検票（問診票）

保健管理医又は産業医の総合所見（被ばく歴有無の調査及びその評価），医師名，押印，年月日必須
ｂ）血液・皮膚・眼の検査結果（検査年月日，医師名必須）

･ 末しょう血液中の血色素量又はヘマトクリット値，赤血球数，白血球数及び白血球百分率
･ 白内障に関する眼の検査
･ 皮膚の検査

学生と職員とでは受診方法や書式が異なります。受診前に各所属部局の担当の係までお問い合わせください。
学　　生 職　　員

受診
場所

・保健管理室（問診・血液・皮膚・眼：無料）
5 月，7 月，10月，12月頃予定。日程は，事前に掲示。
詳細は保健管理室（東山 X.3969）まで。

・一般の病院（血液・皮膚・眼：有料）
　及び保健管理室（問診：無料）

・保健管理室
問診（ 4 月，10月予定：無料）
血液・皮膚・眼（前期，後期予定：無料）

・一般の病院（血液・皮膚・眼：有料）
　及び保健管理室（問診：無料）

担当係・
問い合わせ先

所属部局の教務学生係
又は，所属部局の放射線安全管理室

所属部局の人事担当係
又は，所属部局の放射線安全管理室

所定の
書　式

放射線業務従事者特殊健康診断問診受検票
（問診受検票）

放射線業務従事者特殊健康診断問診票（問診票）
及び健康診断実施通知書（通知書）

受
　
診
　
方
　
法

①　所属部局担当係で「問診受検票」を
入手する。

②　「問診受検票」に必要事項を記入する。

③　保健管理室で，問診の判定及び
血液・皮膚・眼の検査を受診する。

（一般の病院で受診する場合は，下欄参照。）

④　受診したその場で「本人用控え」を
受け取る。

⑤　「本人用控え」は必ず本人が保管する。
RI 講習申込には，コピーを提出する。

⑥　血液データは，後日，担当係から本人に
通知される。原本は必ず本人が保管する。
RI 講 習 申 込 に は， コ ピ ー を 提 出 す る。
申込みに間に合わない場合は，申込書の
備考欄に後日提出の旨を記入し，入手次第
提出する。

［問診］
①　 4 月上旬に所属部局担当係から「特定有害業務等従

事状況届出票」が配付される。放射線業務欄（電離
10～23）に記入して，担当係に提出する。

②　担当係から「問診票」が配付される。①を行ってい
ない場合は，担当係に申し出て，入手する。

③　「問診票」に必要事項を記入し，担当係に提出する。
□　「非密封 RI の取扱い」にチェックすること。

④　提出した ｢問診票｣ は，後日，医師等の判定・押印
を受けて担当係から本人に通知されるので，原本は
必ず本人が保管する。RI 講習申込には，コピーを
提出する。

［血液・皮膚・眼］
①　担当係から「通知書」が配付される。
②　「通知書」に従い，保健管理室で，血液・皮膚・眼

の検査を受ける。
③　後日，結果（血液データも含む）が担当係から本人

に通知される。原本は必ず本人が保管する。
　　RI 講習申込には，コピーを提出する。

［職員対象の特殊健康診断の日程が不都合な場合］
職員対象の日程では RI 実習に間に合わない場合には，

以下に従い，学生対象の特殊健康診断の日に受診するこ
とができます。
①　担当係で「職員専用の問診受検票」を入手する。
②　「職員専用の問診受検票」を持参して，学生対象の

特殊健康診断を受診する。以下，学生の受診方法③
～⑥と同様。

◆一般の病院で血液・皮膚・眼について受診する場合［職員・学生共通］
　急な RI 業務開始や予定外の RI 業務等で特殊健康診断を受ける必要がある場合は，一般の病院等で受
診することもできます（費用は自己負担）。
①	 名古屋大学の所定の書式「放射線業務従事者特殊健康診断問診受検票（問診受検票）」を持参して受

診し，記入を依頼する（法令が求める項目を満たせば他の書式でも可ですが，書式を持参すると不
足なく受診することができます）。受診病院の候補等は，保健管理室に相談ください。

②	 「問診受検票」の従事者記入欄に記入し，検査結果［血液（末しょう血液中の血色素量又はヘマトク
リット値，赤血球数，白血球数及び白血球百分率）・皮膚・眼（白内障に関する検査）］を添えて，
各部局事務担当係を通して保健管理室に提出する。

③	 保健管理室で判定がなされ，「問診受検票」及び検査結果が本人に戻ります。原本は本人が保管し（他
でも必要となります），RI 講習申込には「問診受検票」及び検査結果のコピーを提出する。
※②の提出で完了ではありません。必ず③によりアイソトープ総合センター（東山地区）に提出してください。
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Ⅰ－ 6．諸注意
1．申し込み後，受講者に送付される「受講案内」を必ずお読みください。もし，開催日 3日前にな
っても案内が届かない場合は，ご連絡ください。

受付〆切後，受講日や講習会場の案内，不足書類の連絡等を記載した「受講案内」を受講者宛（申
込書に記入した E-mail 又は講座宛）に送ります。受講希望日は先着順で受け付けますので，定員を
超えた場合は，第 1希望日以外となる場合があります。また，会場は，講習日によって異なります。
受講日を間違えた場合や会場間違いで遅刻した場合は，受講できませんので，必ずご確認ください。

2 ．講習会に遅刻・早退・途中退出をした場合は，資格の取得ができません。
講習時間は法律で定められているため，遅刻・早退・途中退出をした場合は，いかなる理由があっ

ても資格を取得できません。また，当日遅刻・欠席等で受講できなかった場合，同じ受付期間内の講
習に変更することはできません。次回以降の講習受付期間に，あらためて申込手続きを行うことにな
りますのでご注意ください。

3 ．提出物は，すべて〆切日の16：30必着です。
①持参する場合は，必ず受付時間内に提出してください。
②学内便は，〆切日必着とします。
③「RI 実習」受講後のレポートを指定期日以内に提出しない場合は，資格取得が遅れたり資格取得

ができなくなったりしますので，余裕をもって提出してください。

4 ．「コピー提出」と指定されている書類は，必ずコピーで提出してください。
①コピー提出と指定された書類の原本は，本講習以外でも必要となる重要な書類です。原本を提出し

た場合，返却できません。必ず原本は本人が保管し，コピーを提出してください。
②申し込み場所にはコピー機はありません。前もってご用意ください。

5 ．申込後の希望日の変更はできません。また，受講できなくなったときはご連絡ください。
受講日に受講できなくなった場合，同一期間内での日程変更はできません。	次回以降の受付期間

に再度申し込むことになります。申込時によく考慮して，希望日を選んでください。また，無断欠席
した場合，次回の講習会の受講をお断りすることがあります。受講できなくなったときは，事前にキ
ャンセルする旨をご連絡ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
講習会に関する問い合わせ先 及び 申込先：アイソトープ総合センター放射線安全管理室（東山地区）�

〒464-8602　千種区不老町	名古屋大学内
HP［http://www.ric.nagoya-u.ac.jp/licence］
E-mail［kanric@cc.nagoya-u.ac.jp］
TEL�789－2565　FAX�788－6257
内線　TEL：2565　FAX：6257
※鶴舞・大幸地区からの内線は
TEL：85－2565　FAX：85－6257

受付時間：9:00～12:00，13:00～16:30�
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Ⅱ．Ｘ�線�講�習�受�講�案�内
Ⅱ－１．開催日程

課程
（日本語・英語） 場　　所 日程 定員 受付期間

（必着）

Ｘ線137
（日） （東山地区）坂田・平田ホール（理学南館）

5 月28日（火）
150名

4 月22日（月）
～ 5 月10日（金）（英） （東山地区）アイソトープ総合センター 40名

Ｘ線138 （日） （東山地区）坂田・平田ホール（理学南館） 5 月29日（水） 150名

Ｘ線139（日・英）（東山地区）アイソトープ総合センター 7 月 4 日（木） 日：40名
英： 5名

6 月10日（月）
～ 6 月21日（金）

Ｘ線140 （日） （鶴舞地区）アイソトープ総合センター分館 10月 2 日（水） 15名 9 月 4 日（水）
～ 9 月18日（水）

Ｘ線141（日・英）（東山地区）アイソトープ総合センター 10月28日（月） 日：40名
英： 5名

10月 7 日（月）
～10月18日（金）

Ｘ線142（日・英）（東山地区）アイソトープ総合センター 1 月10日（金） 日：40名
英： 5名

12月 9 日（月）
～12月20日（金）

対　　象：	学部学生，大学院生，職員
（注）放射光を使ったＸ線分析（XAFS 等）は，RI 講習を受講してください。

時　　間：受　付　13：00～13：20		　講習時間　13：30～16：30	
講義内容：X 線装置の取扱（１時間）・	関連法令（１時間）・人体影響（30分）	

遅刻・早退者等は規定時間を満たさないため，いかなる理由があっても資格認定
不可となります。

Ⅱ－ 2．講義「人体影響」の省略について
第 2 種資格保有者で，本講習を受講する者は「人体影響」の講義（30分）を省略することができます。	

省略希望者は，申込書の該当欄にチェックし，必要書類を添えてお申し込みください。

Ⅱ－ 3．「Ｘ線実習」について
名古屋大学では，Ｘ線業務従事者になるために，以下の 2 つの教育訓練を受ける必要があります。

1 ．アイソトープ総合センターが実施する講習会（Ｘ線講習：講義 2 時間30分）
2 ．各装置で実施する実習（以下の内容を含み 2 時間以上）

・	 装置の構造（各部の名称と役割の確認）
・	 装置の取扱（装置の始動，インターロックの確認，停止，緊急停止等）
・	 サーベイメータの正しい取扱と漏えい線量の測定
・	 運転記録の記入
・	 緊急時の措置，緊急連絡先等の確認

《Ｘ線業務従事者になるまでの手続き》
①	 アイソトープ総合センター主催�「Ｘ線講習（講義）」を受講する。
②	 受講後，「修了証書」が発行される。

（発行：アイソトープ総合センターから受講者の所属部局事務へ送付します。）
③	「特殊健康診断」を受診する。（受診方法は，RI －3「Ⅰ－5．」に準じる。□	エックス線装置

の取扱い にチェックする。）
④	 所属部局の放射線安全管理室等に「個人被ばく線量計」を申請する。
⑤	 「個人被ばく線量計」発行後，「Ｘ線実習」を受講する。
	 詳細は，取扱予定の X 線装置を担当する「X 線作業主任者」又は「Ｘ線装置管理者」に問

い合わせてください。
《学外の研究機関においてのみＸ線業務に従事する場合》

名古屋大学所有の装置を利用して「Ｘ線実習」を受ける。又は，従事する研究機関において取扱
に関する十分な実習を受ける。

③	「特殊健康診断」を受診する。（受診方法は，p.17「Ⅰ－5．」に準じる。□	エックス線装置の
取扱い にチェックする。）
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Ⅱ－ 4．申込方法
申 込 先：東山地区　アイソトープ総合センター　放射線安全管理室

※　鶴舞地区アイソトープ総合センター分館等では受け付けません。

申込方法：東山地区の方…直接持参。
鶴舞・大幸地区の方…	申込書のみ FAX で送信。後日書類一式を学内便提出。持参も可。

（FAX 後，必ず電話確認をお願いします。）
※　申し込みは受付期間内の先着順です。特に 5 月の講習は申込者が多数になりますので，

受講希望日が限られる方は，早めにお申し込みください。

提出書類：該当する必要書類（枠内参照）を提出してください。
提出した書類は返却できません。原本あるいはコピー提出の指示を厳守してください。

①　申込書（研究室責任者押印の原本を提出）
②　身分証明書（申込書裏面に直接コピー　又は　コピーを貼付）：
　　　　　名古屋大学に籍があることを部局長以上の押印付きで証明した書類
　　　　　　　例）学生証・職員証・研究生証のコピー
　　　　　　　　　在籍証明書（コピーでも可能）
③　第 2種資格を証明する書類：［人体影響の講義（30分）免除希望者］のみ提出。（コピー提出）

※　�申込受付期間に間に合わない書類は，申込書内の後日提出欄の□にチェックし，（　）内に記入してください。
後日提出書類は，申し込み〆切後に受講者宛に送られる案内に従い提出してください。

※　�申し込みの際，人を介したことが原因で申し込まれていなかった・他の所に提出して申し込みが受理され
ていなかった等のトラブルが起きています。なるべく受講者本人が準備し，提出してください。

Ⅱ－ 5．諸注意
１．申込後，受講者に送付される「受講案内」を必ずお読みください。もし，開催日 3日前になって
も案内が届かない場合は，ご連絡ください。

受付〆切後，受講日や講習会場の案内，不足書類の連絡等を記載した「受講案内」を受講者宛（申
込書に記入した E-mail 又は講座宛）に送ります。会場も講習日によって異なります。受講日を間違
えた場合や会場間違いで遅刻した場合は，受講できませんので，必ずご確認ください。

2 ．講習会に遅刻・早退・途中退出をした場合は，資格の取得ができません。
遅刻・早退・途中退出をした場合は，規定時間を満たさないため，いかなる理由があっても資格を

取得できません。また，当日遅刻・欠席等で受講できなかった場合，同じ受付期間内の講習に変更す
ることはできません。次回以降の講習受付期間に，あらためて申込手続きを行うことになりますので
ご注意ください。

3 ．申込後の希望日の変更はできません。また，受講できなくなったときはご連絡ください。
受講日に受講できなくなった場合，同一期間内での日程変更はできません。	次回以降の受付期間

に再度申し込むことになります。申込時によく考慮して，希望日を選んでください。また，受講でき
なくなったときは，事前にキャンセルする旨をご連絡ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
講習会に関する問い合わせ先 及び 申込先：アイソトープ総合センター放射線安全管理室（東山地区）�

〒464-8602　千種区不老町	名古屋大学内
HP［http://www.ric.nagoya-u.ac.jp/licence］
E-mail［kanric@cc.nagoya-u.ac.jp］
TEL�789－2565　FAX�788－6257
内線　TEL：2565　FAX：6257
※鶴舞・大幸地区からの内線は
TEL：85－2565　FAX：85－6257�

受付時間：9:00～12:00，13:00～16:30
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機�器�貸�出�実�績
本館

機　器 ，数　量 貸　出　先 目　的 ，内　容

《学内貸出》

γ線用標準線源（Co-60，Cs-137）　× 1 回 理学研究科 研究利用のため

電離箱式サーベイメータ　ICS-331B　 1 台　× 1 回 生命農学研究科 漏洩検査のため

《震災に伴う学術的目的による学内者への貸出》

NaI シンチレーションサーベイメータ　TCS-161　 1 台，
　ポケット線量計　PDM-111　 2 台　× 1 回

生命農学研究科 福島県内調査時における被ばく
管理のため

NaI シンチレーションサーベイメータ　TCS-161　 1 台，
　ポケット線量計　PDM-111　 1 台　× 1 回

未来材料・システム研究所 福島県内調査時における被ばく
管理のため

新�規�購�入�図�書
●分館●
洋書
・ICRP　Proceedings	of	the	Fourth	International	Symposium	on	the	System	of	Radiological	Protection

放射線安全管理室からのお知らせ
2019年度　予定
●本館●
2019年
　 4 月　再教育（4/1， 2 ， 3 ）
　　　　 1 期利用開始（4/2）
　 7 月　期末チェック（～7/31）
　 8 月　 2 期利用開始（8/16）
　　　　廃棄物集荷
　 9 月　2018年度利用料金請求
　　　　2019年集荷分廃棄物処分費請求
　12月　期末チェック（～12/24）

2020年
　 1 月　 3 期利用開始（1/9）
　 3 月　施設・設備点検
　　　　2020年度利用申請
　　　　期末チェック（～3/27）

（	新人オリエンテーションは，毎月一回開催。	
開催日はホームページに掲載します。）

●分館●
2019年
　 4 月　 1 期利用開始（4/1）
　　　　グループ責任者講習会
　 6 月　 2 期実験計画書提出期限（6/7）
　 7 月　 2 期利用開始（7/1）
　　　　上半期利用料金等請求
　　　　施設・設備点検
　 8 月　廃棄物集荷
　 9 月　 3 期実験計画書提出期限（9/6）
　　　　グループ責任者講習会
　10月　 3 期利用開始（10/1）
　12月　 4 期実験計画書提出期限（12/6）

2020年
　 1 月　 4 期利用開始（1/6）
　　　　下半期利用料金等請求
　 2 月　施設・設備点検
　 3 月　2020年度実験計画書提出期限（3/6）
　　　　再教育講習会

（	分館利用説明会は，毎月一回以上開催。	
開催日は掲示します。）
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『名古屋大学アイソトープ総合センター運営委員会』委員名簿
平成31年 3 月 1 日現在

所　　属　・　職　　名 氏　　　名

セ ン タ ー 長 竹 中 千 里

理 学 研 究 科 ・ 准 教 授 北 浦　	 良

医 学 系 研 究 科 ・ 教 授 近 藤　	 豊

工 学 研 究 科 ・ 教 授 瓜 谷	 　 章

生 命 農 学 研 究 科 ・ 准 教 授 邊 見	 　 久

環 境 学 研 究 科 ・ 教 授 角 皆	 　 潤

情 報 科 学 研 究 科 ・ 准 教 授 青 木 摂 之

環 境 医 学 研 究 所 ・ 教 授 益 谷 央 豪

分 館 長 長 縄 慎 二

原 子 力 委 員 会 委 員 長 瓜 谷　	 章

安 全 保 障 委 員 会 委 員 長
柴 田 理 尋

アイソトープ総合センター ・ 教 授

コ バ ル ト60照 射 施 設 利 用 委 員 会 委 員 長 井 口 哲 夫

アイソトープ総合センター ・ 准 教 授 小 島 康 明

アイソトープ総合センター ・ 准 教 授 緒 方 良 至

理 学 研 究 科 ・ 准 教 授 吉 岡　	 泰

工 学 研 究 科 ・ 教 授 山 澤 弘 実

生 命 農 学 研 究 科 ・ 准 教 授 上野山　賀　久

アイソトープ総合センター ・ 講 師 佐久間　麻由子

委�員�会�等�の�報�告
第168回運営委員会	 平成30年12月14日開催
　審議事項
　　 1 ．	アイソトープ総合センター分館総長管理定員の申請について
　　 2 ．その他

　報告事項
　　 1 ．	平成30年度センター研究室利用料金について
　　 2 ．	アイソトープ総合センター新館廃止の進捗状況について
　　 3 ．その他



編　集　後　記

「心理的な時間の長さは，これまで生きてきた年数の逆数に比例する」と
いうジャネーの法則をご存知でしょうか。年長者ほど時が経つのを早く感
じるという心理現象です。当センターの建物も，引っ越し直後には判りや
すく区別するために「新 RI 実験棟」と言うこともありましたが，気づけば
1 年以上経過して「新」を付ける必要がなくなって参りました。

無為に時を重ねることなく，利用者の皆様にとってさらに利便性の高い
サービスを提供していけるように日々工夫していきたいと思います。今後
もセンターと本誌をどうぞよろしくお願いいたします。

トレーサー編集委員

委 員 長	 竹　　中　　千　　里

柴　　田　　理　　尋
幹　　事	 佐 久 間 　 麻 由 子

近　　藤　　真　　理

中　　村　　嘉　　行

大　　川　　　　　純
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